
会合記録
1 1.その他意見交換 安永遠幸 日本アイ・ビー・エム

山梨哲哉 (社)日本能率協会

( )内は出席者数
入退会

横山和夫鹿島建設紛

編集委員会 6 月 6 日(金)(7 ) (5 ラ.4.22-55.6. 16) 永井純一脚日本開発銀行

IAOR 委員会 6 月 9 日(月)( 2 ) -入会(正会員) 高瀬賢一 日本放送協会

会計幹事会 6 月 11 日(水)( 2) 飯田孝久慶応義塾大学 (学生会員)

庶務幹事会 6 月 13 日(金)( 5 ) 石川! 孝ぺんてる脚 市川宏一神戸大学

理事会 6 月 16 日(月)( 18) 今村 達データサービスファー 今井良夫上智大学大学院

第 1 回理事会議題 イースト 小野 実工学院大学

1.各理事自己紹介 鹿島正孝住友金属工業側 熊谷真二慶応義塾大学大学院

2. 評議員会の報告 梶川雄二大阪府立西淀川高校 進藤 晋東京工業大学大学院

3. 第 7 回理事会議事録の承認 片山隆仁防衛庁航空幕僚監部 野村邦夫東京工業大学

4. 昭和55年度定期総会議事録の承 河口至商北海道大学 本間丈士慶応義塾大学大学院

認 栗原正仁北海道大学 -退会(正会員)

5. 昭和55年度委員会委員並びに幹 下平真知子三菱自動車工業側 石井 宏 片岡方和

事の推薦 曽谷勝義日本電気伸 笹野晴雄 森谷淳一

6. 昭和55年度表彰委員会委員長の 竹林伸一北海道大学 吉田雄二

推薦 橘 文夫新潟大学 (学生会員)

7. 入退会 外山口手之 日本アイ・ピー・エム 五十嵐洋二 砂山正光

8. 研究普及関係報告 中川義英早稲田大学 徳永和明 山田 秀

0春季研究発表会その他 新星耕司紛ビジネス・コンサル -移動(学→正)

9. 昭和55年度第 1 四半期収支計算 タントシステム事業部 朝日 守広 日本ジョンソン・アン

報告 林 良信高尾医院 ドヒギンズ紛

10. 国際関係報告 深尾重喜産業能率大学 小川 隆側小川長春館

0第 9 回国際OR会議の代表論 藤崎 陽三菱自動車工業側 浦谷 規東京工業大学

文について 松田 美子子 日本アイ・ビー・エム 小沢久美紛日立製作所

0視察団派遣について 宮崎聖蔵 日本電信電話公社

編集後記砂ORの難しさは，社会的な要請に答えるとい

うことと，学問としての魅力を保つということの丙立に

あると思う.御殿場口からの道も吉田口カ・らの道も富士

山頂では一緒になるように，頂上では同一点に至11るはず

だが，途中ではしばしば意見が対立する.実践と理論，

現実と理想との論争は， ORに限らずどの分野で、も常に

絶えることがない.このような場での解決策は，自分の

立場はちゃんと守るが，相手の怠見を尊重する，謙虚で

包容力のある，人の心にあるといえよう.本特集の社会

的合意形成のオピニオン・テクノロジーはまさに，この

ような難しい問題への，新しい試み，挑戦的方法である

といえる.この種の問題の社会的要請はきわめて多いと

思うが，学問的魅力はと言われると，首をかしげる向き

もあるかも知れない.理想、と現実の絶えまなくつづく論

争も，このオピニオン・テクノロジーによって終止符が

打たれるときがやがてくるようになるだろうか.
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